
























は ABSを ODS逆相分配カラムを用いた 0.02M過塩素酸ナトリウム水溶液 /アセトニトリルによるグラジェント
溶出高速液体クロマトグラフィーを用いて分離し，225 nmの吸収から測定した。
3．測定結果
図 1（a）および 1（b）に大堀川河口および大津川河口の底泥試料に含まれる LASの深さ方向での濃度分布を示







は減少していることが分かる。地点 Aでは全ての深さで著しく低い濃度であった。地点 Cおよび Eでの測定値
は全ての深さにおいて著しく低かった。また，ABSについては，いずれの試料でも著しく低い値を示した。
4．底泥試料中 LASの濃度変動と手賀沼流域の社会環境変化の歴史との比較
手賀沼の底泥の堆積速度は，千葉県水質保全研究所の調査結果［2］から 1～ 2 cm/年と考えられる。よって今






試料水には最大 0.6 mg/Lの LASが含まれていたが，2004年と 2016年に大堀川河口と大津川河口で採取した試
料水に含まれる LASは 0.01 mg/Lレベル以下であったことからも，流域下水道の整備による水質の改善が底泥
中 LAS濃度の減少の主な理由と説明できる。
沼内の地点 Cと Eで LAS濃度が低いのは，生活排水が流入する河口から距離があるために沈降や生分解で減
少したことと，1976年から大堀川河口と上沼中央部の浚渫が行われてきたことによると考えられる［4］。大堀川
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図 1　（a）大堀川河口と（b）大津川河口における底泥柱状試料中の LAS濃度
